
おおおおおおおおおしししししししししらららららららららせせせせせせせせせ版版版版版版版版版
２０１1 2/２５№６21

行　　　事曜日
総務産建常任委員会 ９：００ 役場
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
行政相談・心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火１

町議会運営委員会 ９：００ 役場
水２

町議会全員協議会 ９：００ 役場
ボランティアスクール講演会 １３：3０ かみん　
初級英会話教室 19：００～20：３０ 社教センター

木３
いしずえ大学卒業式 １０：００ 公民館

金４
東児童館「茶道教室」 13：30
図書館映画会 10：3０～１2：００ 公民館大ホール土５

日日６
町議会第１回定例会 傍 公 ９：００ 議場
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月７
町議会第１回定例会 傍 公 ９：００ 議場
予防接種 (ポリオ・ＢＣＧ) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん

火８

農業委員会総会 傍 13：30 役場
水９

広報かみふらの3月10日号発行
初級英会話教室 19：００～20：３０ 社教センター
健康体操（生命の貯蓄体操）講習会 
　13：００～15：0０ 社教センター

木１０

金１１
西児童館「手打ちうどん作り」 13：30

土１２
町民かんじきツアー 8：3０  社教センター集合

日日１３
町議会第１回定例会 傍 公 ９：００ 議場
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん月１４
町議会第１回定例会 傍 公 ９：００ 議場
予防接種 (三種混合・麻しん風しん) 
　９：００～１０：００ (受付) １３：１０～１３：３０ (接種)
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん
心配ごと相談 １３：００～１６：００ かみん

火１５

町議会予算特別委員会 傍 公 ９：００ 議場
水１６

月のまちの行事予定

行　　　事曜日
町議会予算特別委員会 傍 公 ９：００ 議場
初級英会話教室 19：００～20：３０ 社教センター木１７
町議会予算特別委員会 傍 公 ９：００ 議場
マイプラン・マイスタディ講座「種から育てる花
作り」13：００～15：0０ 社教センター

金１８

土１９
道民家庭の日

日日２０
春分の日春分の日

月月２１
町議会予算特別委員会 傍 公 ９：００ 議場
献血車来町 １0：００～１6：30 町内3か所 
減る脂教室（生活習慣病予防教室）
　１0：００～１3：00 かみん
妊婦相談 １１：００～１１：４５ かみん

火２２

町議会第１回定例会 傍 公 ９：００ 議場
７か月児乳児相談（個別案内）
１０か月児乳児相談（個別案内）
４か月児健康診査（個別案内）
１歳６か月児健康診査（個別案内）

水２３

初級英会話教室 19：００～20：３０ かみん
木２４

広報かみふらの3月25日号発行
すくすく離乳食・育児教室１0：００～１2：００ かみん
東児童館「春休み映画会」 13：30

金２５
西児童館「春休み映画会」 13：30

土２６

日日２７
定期健康相談 ９：００～１１：３０ かみん

月２８

火２9

水30

木31

広報

かみふらの

 傍 …傍聴可　　公 …会議録を町政情報提供コーナーで公開　
「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時等が変更になる場合がありますので、主催者等にご確認をお願いします。

　忘れずに3月31日（木）までに納めましょう。
　　�介護保険料(第9期)   　

ホームページ   http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp
Ｅメール　　 jichi@town.kamifurano.lg.jp
発行／編集　  上富良野町／町民生活課自治推進班3
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の
ま
ち
づ
く
り

『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
関
す
る
活
動
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す

今
回
は
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
除
俳
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
ま

す

　

上
富
良
野
町
で
は
、
町
民
同
士
が
お
互
い

に
助
け
合
い
、
安
心
・
安
全
で
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
こ
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
紹
介

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
福
祉
活
動
、
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
住
民
会
・
町
内
会
な
ど
の
清
掃

活
動
や
花
壇
整
備
、
児
童
・
生
徒
へ
の
交
通

安
全
や
防
犯
活
動
、
個
人
や
団
体
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
ふ
れ
あ
い
昼

食
会
の
支
援
、
配
食
や
電
話
サ
ー
ビ
ス
な
ど

様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　　 協
働

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

�
�
6
9
8
5

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
団
体
・

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
受
付
し
、

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
の
調
整
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
研
修
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
昼
食
会
の
支
援
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
電
話
サ
ー
ビ
ス
、
育
児
教
室
な
ど
様
々

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
つ
に
高
齢
者
宅

の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
あ
り
ま
す
。

◎
屋
根
の
雪
お
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
５

年
か
ら
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
民
生
委
員
が
独
居
老
人
や
高
齢

シリーズ

協 働 の ま ち づ く り

◎
隊
友
会
上
富
良
野
支
部

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
二
戦
車
O
B
ボ
ラ

23

ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
と
合
わ
せ　

名
が
参
加
し

30

富
町
、
扇
町
な
ど　

世
帯
で
実
施
。

10

◎
二
戦
車
O
B
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
今
回
は
隊
友
会
と

22

実
施
。　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

今
年
度
の
参
加
団
体

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い

る
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
紹
介
し
ま
す

◎
自
衛
隊
曹
友
会

　

平
成
5
年
か
ら
活
動
。　

名
が
参
加
し
栄

143

町
、
緑
町
、
本
町
な
ど　

世
帯
で
実
施
。

26

◎
上
富
良
野
高
等
学
校
生
徒
会

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
２
月
5
日
に
バ
ド

１９

ミ
ン
ト
ン
部
３
名
が
参
加
し
実
施
。
3
月
上

旬
に
も　

名
が
実
施
予
定
。

40

◎
上
富
良
野
中
学
校
生
徒
会　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。　

名
が
参
加
し
2

17

43

世
帯
で
実
施
。　　
　
　
　
　

◎
テ
ク
ノ
ス
北
海
道
上
富
良
野
営
業
所　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
3
名
が
参
加
し
富

18

町
1
世
帯
で
実
施
。　　
　

◎
駐
屯
地
修
親
会

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。　

名
が
参
加
し
西

16

114

町
で
実
施
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン

屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

テ
ィ
ア

◎
青
少
年
団
体
協
議
会　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。　

名
が
参
加
し
緑

17

11

町
で
実
施
。

者
を
対
象
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
屋
根
の
雪

下
ろ
し
な
ど
の
希
望
を
把
握
し
ま
す
。
そ
の

後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
希
望
状
況

が
伝
え
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い

る
個
人
や
団
体
と
調
整
し
、
屋
根
の
雪
下
ろ

し
や
屋
根
か
ら
落
ち
、
た
い
積
し
た
雪
の
除

雪
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
で

は
、
事
前
に
雪
下
ろ
し
を
実
施
す
る
箇
所
を

確
認
し
ま
す
。

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始

ま
っ
た
当
初
は
、
自
衛
隊
曹
友
会
が
中
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
か

１６

ら
、
駐
屯
地
修
親
会
や
役
場
管
理
職
会
な
ど

多
く
の
団
体
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
２
月
５
日
に
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
で
出
発
式
を
行
っ
た

後
、
８
団
体
、
約　

名
が
町
内　

世
帯
で
実

３80

60

施
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
し
、
今
年
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。

【屋根の雪下ろしボランティア出発式】



各
団
体
で
の
取
り
組
み

�

シリーズ

協 働 の ま ち づ く り

◎
銀
座
通
り
振
興
会　

　

銀
座
通
り
振
興
会
で
は
、
毎
年
、
積
雪
の

状
況
を
見
な
が
ら
除
排
雪
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

錦
町
東
２
条
通
り（
林
商
店
か
ら
あ
さ

ひ
衣
料
ま
で
）と
通
称
・
銀
座
通
り（
渡
辺
理

容
院
か
ら
駅
前
ま
で
）の
除
俳
雪
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

銀
座
通
り
で
は
、
商
店
の
前
だ
け
で
な

く
、
歩
道
に
つ
い
て
も
除
排
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。
例
年
お
よ
そ　

人
で
行
っ
て
い
ま

１５

す
。

◎
佐
藤
大
輔
グ
ル
ー
プ　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
2
月
7
日
に
5
名

16

が
参
加
し
旭
町
1
世
帯
で
実
施
。

◎
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
北
海
道
原
料
研
究
セ
ン

　

タ
ー　
　
　
　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
5
名
が
参
加
し
本

16

町
2
世
帯
で
実
施
。

◎
西
塚
清
掃
社　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
7
名
が
参
加
し
西

20

町
で
実
施
。

◎
役
場
管
理
職
会　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。　

名
が
参
加
し
西

16

16

町
で
実
施
。

◎
上
富
良
野
消
防
有
志

　

平
成　

年
か
ら
活
動
。
3
名
が
参
加
し
西

16

町
で
実
施
。　

◎
株
式
会
社
ア
ラ
タ
工
業

　

大
雪
が
降
っ
た
と
き
に
町
営
バ
ス
の
停
留

所（
清
富
、
江
幌
、
東
中
な
ど
町
全
域
）の
除

雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
除
雪
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
バ
ス

の
停
留
所
の
除
雪
ま
で
は
さ
れ
て
い
な
い
た

め
雪
山
が
で
き
、
お
年
寄
り
の
方
が
バ
ス
の

乗
り
降
り
に
苦
労
し
て
い
た
の
で
、
安
全
な

乗
り
降
り
が
で
き
る
よ
う
に
と
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

　

平
成　

年
か
ら
活
動
を
始
め
毎
年
2
回
ほ

14

ど
、
1
回
に
2
〜
3
日
か
け
延
べ
約　

名
で

30

除
雪
を
し
て
い
ま
す
。　

除
排
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

除
排
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

平
井 
フ
ミ 
さ
ん

　
　
　

富
町
１
丁
目

 　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

お
願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て
2
年
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
ま
で
は
業
者
に
頼
ん
で
い
ま
し

た
。
今
回
、
4
名
の
方
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
で
は
、と

て
も
で
き
な
い
事
な
の
で
、
大
変
助
か
っ
て

い
ま
す
。」

　

屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ

た
お
宅
の
方
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。　

　

川
喜
田 
ふ
み
子 
さ
ん

　
　
　

中
町
3
丁
目

　
「
平
成
9
年
か
ら
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
前
日
の
暖
気
で
屋
根
か
ら
落
ち
た
家
の

周
り
の
除
雪
と
物
置
の
雪
を
下
ろ
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
雪
が
積
も
る
と
家
が
潰
れ
な

い
か
心
配
で
す
。
毎
年
助
か
っ
て
い
ま
す
。」

　

市
川 
勢
津
子 
さ
ん

　
　
　

富
町
１
丁
目

　
「
ベ
ラ
ン
ダ
の
前
の
除
雪

と
車
庫
の
雪
下
ろ
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
日
の
暖
気
で
落
ち
た
雪
が
ベ
ラ
ン
ダ

の
前
を
ふ
さ
い
で
い
ま
し
た
が
、き
れ
い
に

し
て
い
た
だ
き
窓
ガ
ラ
ス
の
割
れ
る
心
配
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
来
て
い
た
だ
き
あ
り
が

た
い
で
す
。
事
故
や
け
が
に
気
を
つ
け
て
作

業
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
ほ
か
、
除
排
雪
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
銀
座
通
り
振
興
会
と
株
式
会
社
ア

ラ
タ
工
業
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【銀座通り】

【町営バス東中線停留所】

【町営バス里仁・江幌・静修線停留所】



�

　

町
で
は
、
社
会
文
化
の
興
隆
又
は
町
の
発

展
に
寄
与
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
栄
誉

を
た
た
え
る
た
め
、
名
誉
町
民
の
称
号
を
設

け
て
い
ま
す
。　

　

平
成　

年　

月　

日
の
町
議
会
定
例
会
で

22

12

15

前
町
長
の
尾
岸
孝
雄
氏
が
9
人
目
の
名
誉
町

民
に
決
定
さ
れ
、
2
月　

日
に
名
誉
町
民
称

18

号
授
与
式
が
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

尾
岸
孝
雄
氏
は
、
平
成
８
年
か
ら
上
富
良

前
町
長
尾
岸
孝
雄
氏
に
名
誉
町
民
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

■尾岸孝雄氏 略歴

昭和14年11月14日上富良野町に生まれる。昭和

41年から有限会社十勝岳ハイヤーの役員として、

昭和52年からは代表取締役として会社経営に携

わるとともに、商工業団体活動の中心をなす。

昭和53年から上富良野町商工会理事を務め、昭

和63年からは副会長として、本町の商工業振興

に尽力するとともに、昭和58年から町議会議員

を務め、平成3年からは副議長として議会の円滑

な運営に努めた。地方自治を取り巻く厳しい状

況の中、平成8年から３期にわたり上富良野町長

として、まちづくりの伸展に貢献し、わが町２世

紀の礎づくりに尽力された。

　

こ
れ
ま
で
郷
土
館
に
顕
彰
し
て
い
た
歴
代

名
誉
町
民
の
肖
像
画
を
、
役
場
庁
舎
1
階
町

民
ホ
ー
ル
に
移
設
し
ま
し
た
。

　

役
場
に
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

歴
代
名
誉
町
民
肖
像
画

町
民
ホ
ー
ル
へ

野
町
長
と
し
て
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
景

気
の
低
迷
や
地
方
分
権
の
要
請
な
ど
、
地
方

自
治
を
取
り
巻
く
大
変
厳
し
い
状
況
の
中
、

町
民
の
声
を
大
切
に
ま
ち
づ
く
り
の
伸
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
行
財
政
改
革
に
取

り
組
む
中
で
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

建
設
や
自
治
基
本
条
例
の
制
定
な
ど
、
次
代

を
見
据
え
た
自
治
振
興
へ
の
功
績
は
大
き

く
、
こ
の
た
び
の
名
誉
町
民
称
号
授
与
と
な

り
ま
し
た
。

名
誉
町
民
称
号
授
与

歴代名誉町民のご紹介

田中  勝次郎
昭和40年2月24日授与

海江田  武信
昭和44年6月16日授与

山本  逸太郎
昭和46年3月29日授与

石川  清一
昭和５１年９月2日授与

村上   二
昭和５６年９月2５日授与

和田  松 門
昭和６０年１２月2０日授与

酒匂  佑一
平成４年１１月２５日授与

菅野   
平成１１年６月２５日授与



�

１１月月2255日日
開開催催

住
民
会
長
懇
談
会

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
６
９
８
５

※
会
議
録
は
、
役
場
１
階
「
町
政
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
」
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

向
山
町
長
か
ら
、「
現
在
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
事
業
、
新
年
度
に
向
け
て
皆
さ
ん

に
意
見
を
賜
り
な
が
ら
進
め
る
事
業
を
中
心

に
懇
談
を
し
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
後
、
十

勝
岳
噴
火
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
、
予
約
制

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
、
子
宮
頸
が
ん
な
ど
予

防
接
種
費
助
成
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
な
意
見
と
回
答

意
見　

上
富
良
野
町
の
行
政
機
構
の
ま
ま
で

広
域
行
政
と
い
う
形
で
富
良
野
圏
域
に
交

付
金
が
交
付
さ
れ
る
の
か
。

回
答　

国
の
ほ
う
か
ら
定
住
自
立
圏
構
想
が

提
案
さ
れ
て
い
る
が
、
中
心
市
が
４
万
人

以
上
と
い
う
要
件
が
あ
り
、
富
良
野
圏
域

は
該
当
し
な
い
。　

年
度
か
ら
都
道
府
県

23

が
一
括
交
付
金
化
に
な
る
が
、
道
で
も
、

ま
だ
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
の
か
分
か
ら

な
い
。

意
見　

住
民
会
で
老
人
会
を
作
る
運
び
と

な
っ
た
が
、
長
年
活
動
し
て
い
る
地
域
外

の
老
人
会
に
引
き
続
き
在
籍
し
て
い
た
い

と
い
う
方
な
ど
が
お
り
、
移
行
が
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
地
域
の
老
人
会
に
入
っ

て
い
た
だ
く
方
法
は
な
い
か
。

回
答　

地
域
で
の
会
が
で
き
た
と
す
れ
ば
そ

れ
を
大
事
に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
案
内
を
す
る
時
に
お
誘

い
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
仲
間
に
入
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
か
と

思
う
。

意
見　

５
月　

日
ま
で
に
火
災
警
報
器
の
設

31

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
補
助
は

な
い
の
か
。

回
答　

町
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

方
や　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

65

方
々
の
個
人
の
住
宅
に
火
災
警
報
器
を
１

基
付
け
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

意
見　

住
民
会
で
自
主
防
災
の
研
修
を
行
う

た
め
の
研
修
費
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

回
答　

住
民
会
の
皆
さ
ん
に
自
治
活
動
推
進

の
た
め
の
助
成
が
あ
る
が
、
そ
の
制
度
で

助
成
で
き
る
か
十
分
検
討
し
た
い
。
ま
た

新
年
度
、
防
災
体
制
を
検
証
し
、
そ
の
中

で
研
修
を
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

反
映
し
た
い
。

意
見　

町
で
孤
独
死
や
認
知
症
の
問
題
が

あ
っ
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
早

急
に
対
策
を
協
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

回
答　

内
部
で
協
議
し
て
い
る
が
、
行
政
だ

け
で
は
で
き
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
の
地
域

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

機
動
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
た
い
。

意
見　

歩
道
が
雪
で
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、

除
雪
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
島
津
公

園
の
遊
具
を
新
設
し
た
が
、
撤
去
す
る
も

の
で
使
え
る
も
の
が
あ
れ
ば
団
地
内
の
公

園
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

回
答　

歩
道
の
除
雪
は
、
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
現
場
を
確
認
し
、
随
時
対
処
す
る
。

遊
具
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
緑
地
や
広
場

の
遊
具
が
使
わ
れ
な
く
な
り
放
置
さ
れ
た

も
の
を
整
理
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ
の
際

に
声
を
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見　

な
な
い
ろ
ニ
カ
ラ
と
町
と
の
話
の
進

み
具
合
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

回
答　

な
な
い
ろ
ニ
カ
ラ
は
障
が
い
者
の
就

労
支
援
な
ど
自
立
を
促
す
事
業
所
で
あ

り
、
就
労
支
援
の
場
と
し
て
東
中
公
園
内

の
旧
管
理
人
住
宅
を
改
修
し
、
食
堂
を
兼

ね
た
就
労
施
設
と
し
て
利
用
し
た
い
と
申

し
入
れ
を
受
け
て
い
る
。
公
園
施
設
は
、

そ
の
ま
ま
お
使
い
い
た
だ
く
と
い
う
形
で

進
め
て
い
る
。

意
見　

４
月
か
ら
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運

行
を
始
め
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
対
象
を

全
町
と
し
て
試
行
運
行
を
す
る
こ
と
が
、

本
来
の
形
で
は
な
い
か
。

回
答　

利
用
が
進
む
と
車
が
足
り
な
い
状
況

に
な
る
た
め
、
１
年
間
試
行
運
行
し
、
課

題
や
利
用
頻
度
、
車
の
台
数
、
運
行
時
間

な
ど
を
検
証
し
、　

年
度
か
ら
の
全
町
運

24

行
に
向
け
て
実
証
し
た
い
。

意
見　

雪
の
季
節
に
な
る
と
散
歩
さ
れ
る
方

が
車
道
を
歩
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、

車
道
で
は
な
い
部
分
を
歩
く
よ
う
に
指
導

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
歩
道
の
な
い
道
路

に
つ
い
て
有
効
な
対
策
は
な
い
か
。

回
答　

交
通
量
の
多
い
場
所
で
歩
道
が
付
い

て
な
い
所
も
ま
だ
あ
る
。
可
能
な
限
り
、

交
通
障
害
や
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
部

分
が
あ
れ
ば
解
消
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

身
を
守
る
こ
と
を
周
知
す
る
必
要
も
あ
る

の
で
、
生
活
安
全
推
進
協
議
会
で
議
論
を

し
て
喚
起
し
た
い
。

平
成

年
度

第
3
回
住
民
会
長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

22
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お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

富
良
野
警
察
署

�
�
０
１
１
０

上
富
良
野
交
番

�
�
２
０
３
９

1月の町内交通事故発生状況
（　）は前年比較

毎毎月月1155日日はは『『道道民民交交通通安安全全のの日日』』

(±０)４：人身事故発生件数
(－１)０：死 者 数
(±０)６：傷 者 数
(－12）２２：物 損 件 数

地域に密着した情報を配信中�富良野警察署ホームページ http://www.furano-syo.police.pref.hokkaido.jp/

交番
ミニ
広報紙

�
落
ち
着
こ
う
、
手
渡
す
前
に
、

　

振
り
込
む
前
に
相
談
を

　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
親
子
の
情

愛
に
つ
け
込
む
な
ど
、
様
々
な
手

口
で
被
害
者
を
だ
ま
し
て
、
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
悪
質
な
犯
罪
で

す
。

　

平
成　

年
は
、
全
道
で
振
り
込

２２

め
詐
欺
の
認
知
件
数
は　

件
あ

１０１

り
、
被
害
合
計
が
９
千
万
円
以
上

に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

息
子
や
身
内
を
装
っ
て
、
お
金

に
困
っ
て
い
る
な
ど
の
内
容
の
電

　

３
月
は
昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
大

き
く
な
る
時
期
で
す
。
落
氷
雪
の

事
故
が
起

き
な
い
よ

う
、
地
域

住
民
の
一

人
ひ
と
り

の
心
が
け

が
重
要
で

す
。

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

非
行
防
止
は
家
庭
か
ら

話
が
か
か
っ
て
き
た
際
は
冷
静
に

な
っ
て
、
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込

ま
ず
、
本
人
や
家
族
に
必
ず
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

�
か
み
ふ
〜
団
、
詐
欺
を
撲
滅

　

か
み
ふ
〜
団
は
、
上
富
良
野
町

民
と
上
富
良
野
交
番
な
ど
が
結
成

し
た
振
り
込
め
詐
欺
撲
滅
を
め
ざ

し
た
劇
団
で
す
。

　

平
成　

年
は
６
回
公
演
し
、
上

２２

富
良
野
町
内
で
振
り
込
め
詐
欺
の

発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
ろ
し
て
安
心
屋
根
の
雪

ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
車
来
町

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
6
9
8
7

　

３
月　

日（
火
）に
献
血
車
が
来
町

２２

し
ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ふ
じ
ス
ー
パ
ー
駐
車
場

　
　

時
〜　

時

１０

１２

役
場
正
面
玄
関
前

　
　

時
〜　

時　

分

１３

１４

３０

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
駐
車
場

　
　

時　

分
〜　

時　

分　

１４

４５

１６

３０

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
6
9
8
7

　

家
庭
は
最
も
身
近
な
社
会
で

す
。
子
ど
も
と
の
対
話
を
心
が
け

子
ど
も
に
社
会
の
ル
ー
ル
や
決
ま

り
の
大
切
さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
兆
候
は
要
注
意
！

�
交
友
関
係
が
変
わ
っ
て
服
装
や

髪
型
が
派
手
に
な
っ
た
り
、
帰

宅
時
間
が
遅
く
な
っ
た
。

�
落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、
嘘
を

つ
い
た
り
、
隠
し
事
が
多
く
な

り
、
家
族
と
の
対
話
を
避
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。

募
集
し
ま
す

ス
ロ
ー
ガ
ン
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
6
9
8
7

　

平
成　

年　

月
２
日
に
富
良
野
沿

23

10

線
５
市
町
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る

「
第　

回
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

49

大
会
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

参
加
者
募
集

か
ん
じ
き
ツ
ア
ー

教
育
振
興
課 
社
会
教
育
班

�
�
5
5
1
1

　

町
民
か
ん
じ
き
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

３
月　

日（
日
）

１３

　

８
時　

分　

社
会
教
育
総
合
セ
ン

３０

　
　

タ
ー
集
合

　
　

時　

分　

社
会
教
育
総
合
セ
ン

１４

３０

　
　

タ
ー
到
着

散
策
場
所　

十
勝
岳
地
区

参
加
料　

１
人　

円（
バ
ス
、
保
険

５００

料
込
み
）

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
町
民

定
員　
　

名
２０

持
ち
物　

か
ん
じ
き
、
ス
ト
ッ
ク
、

昼
食
、
飲
み
物

申
込
み　

３
月
９
日（
水
）ま
で
に
、

参
加
料
を
持
参
の
う
え
、
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

�
か
ん
じ
き
、
ス
ト
ッ
ク
は
貸
出
で

き
ま
す
。

�
白
銀
荘
で
昼
食
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
入
浴
さ
れ
る
場
合
は
別
途
料

金
が
か
か
り
ま
す
。

�
山
登
り
に
適
し
た
暖
か
い
格
好
で

参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
5
5
1
1

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

�
�
6
9
8
7

　

子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方
と

子
育
て
の
援
助
を
行
え
る
方
が
子
育

て
を
支
え
合
う
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
会

員
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
料
や
年

会
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

依
頼
会
員（
援
助
を
受
け
た
い
方
）

　

町
内
在
住
又
は
在
勤
で
、
お
お
む

ね
６
か
月
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
方

提
供
会
員（
援
助
を
行
う
方
）

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
で
、
子
育

２０

て
の
援
助
が
行
え
る
方

※
資
格
や
経
験
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

会
員
登
録
に
必
要
な
も
の

　

顔
写
真
２
枚（
縦
３�
×
横　
�
）

２．５

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
6
9
8
7

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�
�
6
5
0
1



�
ス
ロ
ー
ガ
ン
は　

字
以
内
。

20

�
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
Ａ
４
用
紙
。

※
い
ず
れ
も
未
発
表
の
も
の
に
限
り

一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
対
象　

小
学
生
以
上

応
募
締
切　

３
月　

日（
金
）

18

応
募
先　

第　

回
北
海
道
障
害
者
ス

49

ポ
ー
ツ
大
会
事
務
局（
〒
０
７
６
‐

０
０
１
８　

富
良
野
市
弥
生
町
１

番
３
号
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
�
�
２
２
２
２

　

Ｅ
メ
ー
ル　

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
６
９
８
７

　

大
会
事
務
局（
富
良
野
保
健
セ
ン

タ
ー
）

　
�
�
２
２
１
１

49shogaisports@
city.furano.ho-

kkaido.jp

�

お知らせ
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

十
勝
岳
の
火
山
活
動
概
報
（
２
０
１
１
年
１
月
）

『
活
動
状
況
及
び
予
報
警
報
事
項
』　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常

　

地
震
活
動
、
噴
煙
活
動
と
も
に
お
お
む
ね
静
穏
に
経
過
し
て
お
り
、
火
口
周
辺

に
影
響
を
及
ぼ
す
噴
火
の
兆
候
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
2
0
0
6
年
か
ら
み
ら
れ

て
い
る　

‐
２
火
口
直
下
浅
部
の
膨
張
を
示
す
地
殻
変
動
は
、
2
0
0
9
年
以
降

６２

次
第
に
鈍
化
し
な
が
ら
現
在
も
続
い
て
お
り
、
し
ば
ら
く
は
活
動
の
推
移
に
注
意

が
必
要
で
す
。

　

平
成　

年　

月　

日
に
噴
火
予
報（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１　

平
常
）を
発
表
し
ま

２０

１２

１６

し
た
。
そ
の
後
、
予
報
警
報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
噴
煙
及
び
熱
活
動
』

　
　

‐
２
火
口
の
噴
煙
の
高
さ
は
火
口
縁
上
概
ね　

ｍ
以
下
で
、
噴
煙
活
動
は
低

６２

200

調
に
推
移
し
ま
し
た
。

『
地
震
活
動
』

　
　

日
0
時　

分
に
振
幅
が
小
さ
な
火
山
性
微
動
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。
微
動
の

20

17

発
生
前
後
で
噴
煙
は
雲
の
た
め
不
明
で
し
た
が
、
空
振
計
及
び
地
殻
変
動
の
デ
ー

タ
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
微
動
の
発
生
前
後
で
火
山
性
地
震
の

増
加
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
火
山
性
地
震
は
一
日
当
た
り
3
回
以
下
で
地
震
活

動
は
低
調
に
経
過
し
ま
し
た
。
震
源
は
概
ね
グ
ラ
ウ
ン
ド
火
口
周
辺
や
旧
噴
火
口

周
辺
の
浅
い
所
に
分
布
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

と
比
べ
て
特
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
』

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
連
続
観
測
で
は
、
前
十
勝
観
測
点
に

お
い
て
、　

‐
２
火
口
付
近
浅
部
の
膨
張
を
示

６２

す
と
考
え
ら
れ
る
変
動
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
よ
り
広
域
の
地
殻
変
動
を
示
す
変
化
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ　

旭
川
地
方
気
象
台
技
術
課

　
　
　
　
　�
０
１
６
６�
６
３
６
８

開
催
し
ま
す

健
康
体
操
講
習
会

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

�
�
6
9
8
5

　

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
普

及
促
進
し
て
い
る
「
健
康
体
操
」
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
お
勧

め
の
体
操
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
事
前
の
申
込
み
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

日
時　

３
月　

日（
木
）

１０

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１５

場
所　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
和
室

講
師　

工
藤
晴
美
氏（
生
命
の
貯
蓄

体
操
道
北
総
支
部
長
）　

参
加
料　

無
料

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動
の
で

き
る
服
装
な
ど

問
合
せ　

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班　

　
�
�
６
９
８
5

出
前
講
座

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や

地
域
振
興
の
推
進
を
目
的
に
、
町
職

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
、
行
政
情

報
な
ど
を
提
供
す
る
、
上
富
良
野
町

出
前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

町
内
に
在
住
、
在
勤
又
は
在

学
す
る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た

団
体
又
は
グ
ル
ー
プ

開
催
日
時　

年
末
年
始（　

月　

日

１２

３１

〜
１
月
５
日
）を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
ま
で
の
時
間
帯
で
２

時
間
以
内

開
催
場
所　

町
内

※
詳
し
い
講
座
内
容
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

※
開
催
に
係
る
施
設
は
、
申
込
者
で

準
備
く
だ
さ
い
。

※
出
前
講
座
の
資
料
は
、
町
が
ご
用

意
し
ま
す
。
著
作
権
の
伴
う
出
版

物
を
資
料
と
す
る
と
き
は
、
受
講

者
に
費
用
の
負
担
を
求
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
家
公
務
員
採
用
試
験

総
務
課 
総
務
班�
�
6
4
0
0

　

国
家
公
務
員
採
用
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

大
学
卒
業
程
度

�
国
家
公
務
員
採
用
Ⅰ
種
試
験

受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）〜
8

日（
金
）

試
験
日　

５
月
１
日（
日
）

�
国
家
公
務
員
採
用
Ⅱ
種
試
験

受
付
期
間　

４
月　

日（
月
）〜　

１１

２０

日（
水
）

試
験
日　

6
月　

日（
日
）

１9

高
等
学
校
卒
業
程
度

�
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

受
付
期
間　

６
月　

日（
火
）〜　

２１

２８

日（
火
）

試
験
日　

9
月
4
日（
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

Ⅰ
種
・
Ⅱ
種
試
験
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
可
能
で

す
。
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

問
合
せ

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　
�
0
1
1
‐
2
4
1
‐
1
2
4
8

http://w
w
w
.jinji--shiken.go.jp/

juken.htm
l

国
家
公
務
員

前回スローガン前回スローガン

前回シンボルマーク前回シンボルマーク



�

お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

富
良
野
圏
域

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
２
６
１
９

　

住
民
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
す
。

エ
ク
セ
ル
応
用
コ
ー
ス

�
日
程　

3
月
8
、　

、　

、　

日

10

15

17

�
内
容　

よ
く
使
わ
れ
る
関
数（
合

計
、
平
均
、
四
捨
五
入
、
日
付

な
ど
）の
学
習
。

�
受
講
料　

7
千
円

エ
ク
セ
ル
実
用
コ
ー
ス

�
日
程　

3
月　

、　

日

22

24

�
内
容　

並
べ
替
え
、
抽
出
、
シ
ー

ト
操
作（
挿
入
・
削
除
・
名
前

の
変
更
・
コ
ピ
ー
・
順
序
の
入

替
え
）の
学
習
。

�
受
講
料　

4
千　

円
500

問
合
せ

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
�
�
2
6
1
9

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

▼
優
良
講
習（　

分
）

３０

　

3
月
4
日（
金
）　　

時
１３

　

3
月　

日（
金
）　　

時

18

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　

3
月　

日（
金
）　　

時

11

１３

　

中
富
良
野
町
公
民
館

忘
れ
ず
に

▼
一
般
講
習（
１
時
間
）

　

3
月
4
日（
金
）　　

時
１４

　

3
月　

日（
金
）　　

時

18

１４

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
違
反
講
習（
２
時
間
）

　

3
月　

日（
木
）　　

時

10

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
初
回
講
習

　

3
月　

日（
火
）　　

時

１５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
運
転
免
許
証
更
新
連
絡
書
で
確
認

の
う
え
、
受
講
前
に
必
ず
免
許
更

新
手
続
き
を
警
察
署
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

　
�
�
0
1
1
0

※
原
則
第
２
木
曜
日

申
込
み
・
問
合
せ

　

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー（
富
良

　

野
保
健
所
内
）

　
�
�
３
１
６
１

　

多
重
債
務
な
ど
を
理
由
に
心
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
に
毎
月

１
回
、
司
法
書
士
が
債
務
な
ど
の
生

活
相
談
、
保
健
師
が
心
の
健
康
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

3
月　

日（
木
）

10

　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

は
ー
と
ま
ね
ー
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
6
9
8
7

ご
相
談
く
だ
さ
い

設
置
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器

上
富
良
野
消
防
署�
�
2
1
1
9

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限

は
５
月　

日
で
す
。
残
り
３
か
月
と

３１

な
り
ま
し
た
。
全
国
的
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
に
よ
っ
て
火
災
に

至
ら
な
か
っ
た
、又
は
火
災
発
生
時

に
被
害
が
拡
大
し
な
か
っ
た
な
ど
、

早
期
に
避
難
で
き
た
こ
と
か
ら
大
事

に
至
ら
な
か
っ
た
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

取
付
場
所

①
寝
室（
来
客
時
に
使
用
す
る
部
屋

は
該
当
し
ま
せ
ん
）

②
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階
段

踊
り
場

③
１
つ
の
部
屋
に
７�
（
４
畳
半
）の

居
室
が
５
以
上
あ
る
階

※
寝
室
と
、
寝
室
が
あ
る
階
の
踊
り

場
に
は
「
煙
式
」
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

※
購
入
の
際
は
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が

付
い
て
い
る
も
の
を
目
安
に
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

取
付
位
置

①
警
報
器
の
中
心
を
壁
か
ら　
�
離

60

す
。

②
天
井
か
ら　

〜　
�
以
内
に
警
報

15

50

器
の
中
心
が
く
る
よ
う
に
す
る
。

③
警
報
器
の
中
心
を
梁
か
ら　
�
以

60

上
離
す
。

④
エ
ア
コ
ン
・
換
気
扇
の
吹
き
出
し

口
か
ら　
�
以
上
離
す
。

1.5

　

火
災
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
早

め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
消
防
署
指
導
係

　
�
�
２
１
１
９

介
護
保
険
料

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
班

�
�
6
9
8
7

　

介
護
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と

し
て
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

さ
れ
ま
す
が
、
次
の
方
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
に
よ
る
納
付
）と
な
り
ま

す
。

�
年
金
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

�
年
度
途
中
で　

歳
に
年
齢
到
達
し

65

た
方

�
年
度
途
中
で
所
得
更
正
な
ど
に
よ

り
介
護
保
険
料
年
額
が
変
更
と

な
っ
た
方

�
年
金
担
保
貸
付
事
業
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方

�
年
金
の
現
況
届
の
提
出
が
提
出
期

限
に
遅
れ
た
方

　

普
通
徴
収
と
決
定
さ
れ
て
い
る
介

護
保
険
料
は
、
納
付
書
で
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
介
護
保
険
料
納

付
書
を
確
認
し
、
納
め
忘
れ
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
納
付
書
で
お
近
く
の

金
融
機
関
、
役
場
会
計
課
窓
口
で
納

付
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
書
納
付

で
き
ま
す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
6
9
8
7


